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・子どもたちがとろろいも栽培…………２面
・稲沢ふれあいまつりが開催……………２面
・ざる菊を取材しました…………………３面
・しらさわ秋祭りが開催…………………３面
・地域のベテラン農家さん………………４面
・農地の利用等に関する意見書を提出…５面

・福島県下農業委員会大会に参加………５面
・地域計画について………………………５面
・こんなときはどうすればいいの？……６面
・盛土規制法について……………………６面
・利用権による貸し借りをしている農家の皆様へ……７面
・農業委員と農地利用最適化推進委員を募集します……８面

主な内容

●稲沢ふれあいまつりが開催
　※郷土芸能「御田植踊り」の様子です。
●２面に特集記事があります。

本宮市本宮市

農業委員会だより農業委員会だより



子
ど
も
た
ち
が
と
ろ
ろ
い
も
栽
培

子
ど
も
た
ち
が
と
ろ
ろ
い
も
栽
培

～
白
岩
小
学
校
～

稲
沢
ふ
れ
あ
い
ま
つ
り
が
開
催

稲
沢
ふ
れ
あ
い
ま
つ
り
が
開
催

～
郷
土
芸
能
御
田
植
踊
り
～

　

白
岩
小
学
校
の
３
年
生
の
子
ど
も
た

ち
が
、
と
ろ
ろ
芋
を
栽
培
し
ま
し
た
。

　

子
供
た
ち
は
、
長
芋
生
産
組
合
の
組

合
長
で
あ
る
伊
藤
善
春
さ
ん
の
指
導
の

も
と
、
昨
年
６
月
に
種
い
も
の
植
え
つ

け
、
11
月
に
収
穫
を
行
い
、
一
連
の
作

業
を
学
び
ま
し
た
。
伊
藤
善
春
さ
ん
か

ら
「
良
い
と
ろ
ろ
い
も
を
作
る
た
め
に

は
、
い
も
の
成
長
の
原
理
や
管
理
の
し

か
た
を
知
る
こ
と
が
大
事
で
あ
る
。」

と
説
明
を
受
け
、
子
ど
も
た
ち
は
、
形

の
良
い
り
っ
ぱ
な
と
ろ
ろ
い
も
を
作
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

11
月
24
日
、
白
沢
公
民
館
稲
沢
分

館
駐
車
場
で
、
稲
沢
恒
例
の
秋
の
収

穫
祭
「
稲
沢
ふ
れ
あ
い
祭
り
IN
し
ら

さ
わ
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

同
祭
り
で
は
、
収
穫
物
販
売
の
ほ

か
、
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
で
は
、
郷

土
芸
能
の
「
御
田
植
踊
り
」
を
は
じ

め
、「
魔
法
の
風
船
ア
リ
ス
」
に
よ

る
バ
ル
ー
ン
シ
ョ
ー
、
星
て
る
美
歌

謡
シ
ョ
ー
、
と
ろ
ろ
飯
早
食
い
大
会

な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
「
御
田
植
踊
り
」
は
、
東
北
地
方

に
伝
承
し
て
い
る
豊
作
祈
願
の
民
俗

芸
能
で
あ
り
、
明
治
末
期
に
近
隣
の

二
本
松
石
井
地
区
の
田
植
踊
り
を
習

い
受
け
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
演

目
は
稲
作
の
順
に
し
た
が
っ
て
16
種

類
あ
る
と
の
こ
と
で
す
。
ス
テ
ー
ジ

で
の
踊
り
は
、
会
場
内
を
大
い
に
湧

か
せ
て
い
ま
し
た
。

　

当
日
は
約
５
０
０
人
が
来
場
し
、

晴
天
に
も
恵
ま
れ
。
会
場
は
大
変
賑

わ
い
ま
し
た
。

…

（
情
報
員　

渡
邊
善
幸
）

　

収
穫
し
た
と
ろ
ろ
芋
は
自
分
た
ち
で

調
理
し
、
収
穫
の
喜
び
を
味
わ
い
ま
し

た
。

　

と
ろ
ろ
芋
は
、
昭
和
50
年
ご
ろ
よ

り
、
白
沢
地
区
を
中
心
に
生
産
さ
れ
て

き
た
本
市
の
特
産
品
で
あ
り
、
強
い
粘

り
と
濃
い
味
が
特
徴
で
、
長
年
愛
さ
れ

続
け
て
い
ま
す
。

子どもたちと伊藤善春さん

収穫したとろろ芋を調理

会場の様子郷土芸能「御田植踊り」

白岩小学校で収穫された
とろろ芋
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見
る
人
に
笑
顔
を
与
え
て
く
れ
る
色
鮮
や

か
な
ざ
る
菊
が
見
頃
を
迎
え
る
11
月
上
旬
、

ざ
る
菊
栽
培
に
取
り
組
む
高
木
地
区
と
長
屋

地
区
の
皆
様
を
取
材
し
ま
し
た
。

●
高
木
地
区
〈
ざ
る
菊
の
丘
〉

　

高
木
地
区
に
あ
る
「
ざ
る
菊
の
丘
」
は
、

増
子
安
さ
ん
を
リ
ー
ダ
ー
に
、
高
木
地
区
の

皆
様
で
栽
培
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
会
場

は
２
か
所
、
第
１
会
場
は
斜
面
に
な
っ
た
農

地
を
利
用
、
下
か
ら
見
上
げ
る
景
観
は
絶
景

で
し
た
。
第
２
会
場
は
川
沿
い
に
あ
る
平
ら

な
農
地
を
利
用
、
ア
ー
チ
状
に
並
ん
だ
ざ
る

菊
と
ハ
ー
ト
型
に
並
ん
だ
ざ
る
菊
が
あ
り
、

と
て
も
可
愛
ら
し
い
も
の
で
し
た
。

●
長
屋
地
区
（
花
の
里
な
が
や
）

　

長
屋
地
区
に
は
「
花
の
里
な
が
や
」
が
、

ざ
る
菊
の
栽
培
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
段

差
の
あ
る
農
地
に
咲
く
ざ
る
菊
は
と
て
も
見

ご
た
え
の
あ
る
も
の
で
し
た
。
ま
た
、
取
材

時
は
同
団
体
の
皆
様
が
集
ま
り
、
芋
煮
会
を

し
な
が
ら
来
年
の
目
標
な
ど
を
話
し
合
っ
て

い
ま
し
た
。
代
表
で
あ
る
菅
野
君
子
さ
ん
は

「
今
年
は
新
団
員
も
加
わ
っ
た
の
で
、
来
年

は
さ
ら
に
良
い
ざ
る
菊
が
栽
培
で
き
る
よ
う

に
頑
張
り
た
い
。」
と
語
っ
て
い
ま
し
た
。

ざ
る
菊
を
取
材
し
ま
し
た

ざ
る
菊
を
取
材
し
ま
し
た
～
遊
休
農
地
を
利
用
し
て
ざ
る
菊
を
栽
培
～

高木地区の皆様

花の里ながやの皆様

会場は大盛り上がり

ざる菊の丘

長屋地区のざる菊

し
ら
さ
わ
秋
祭
り
が
開
催

　

11
月
10
日
、
白
沢
公
民
館
前
ふ
れ
あ

い
夢
広
場
を
メ
イ
ン
会
場
に
、「
し
ら

さ
わ
秋
祭
り
２
０
２
４
」
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

同
祭
り
で
は
「
産
業
祭
」、「
商
工

祭
」、「
健
康
と
福
祉
ま
つ
り
」、「
文
化

祭
」
の
４
つ
の
祭
り
が
同
時
に
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

会
場
は
た
く
さ
ん
の
来
場
者
で
賑
わ

い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
同
祭
り
に
は
本
市
農
業
委
員

会
も
参
加
し
、
来
場
し
た
農
家
さ
ん
の

農
地
相
談
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。
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菅
野
卓
泰
さ
ん
、
久
仁
子
さ
ん
の

ご
夫
妻
は
、
20
歳
の
時
に
結
婚
、
以

降
約
65
年
間
、
お
互
い
に
支
え
合
い

農
業
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
２

人
は
同
い
年
で
現
在
86
歳
に
な
り
ま

す
。

　

現
在
は
、
約
１
２
，
０
０
０
㎡
の

田
で
米
作
り
、
畑
で
は
、
野
菜
栽
培

を
行
っ
て
い
て
、
か
つ
て
は
養
蚕
に

も
取
り
組
ん
で
い
た
と
の
こ
と
で
し

た
。
畑
で
は
野
菜
栽
培
の
ほ
か
、
パ

イ
ナ
ッ
プ
ル
リ
リ
ー
と
い
う
つ
ぼ
み

が
パ
イ
ナ
ッ
プ
ル
の
よ
う
な
花
も
育
て

て
い
て
、
と
て
も
可
愛
い
と
楽
し
ん
で

い
る
と
の
こ
と
で
す
。

　

ま
た
、
今
回
取
材
を
さ
せ
て
い
た
だ

い
た
12
月
下
旬
は
、
正
月
に
向
け
て
の

し
め
縄
作
り
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。
し

め
縄
に
は
、
古
代
米
の
稲
を
収
穫
時
期

よ
り
も
早
く
青
刈
り
し
、
乾
燥
さ
せ
た

わ
ら
を
使
用
す
る
こ
と
で
、
柔
ら
か

く
、
ひ
げ
の
少
な
い
き
れ
い
な
出
来
栄

え
に
な
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

　

さ
ら
に
、
家
の
４
つ
角
に
は
、
同
様

の
わ
ら
を
使
用
し
た
牛
馬
わ
ら
じ
が
あ

り
ま
し
た
。
昔
は
田
を
耕
す
の
に
牛
や

馬
を
使
用
し
て
い
た
た
め
、
各
家
庭
に

１
頭
は
飼
っ
て
い
た
ら
し
く
、
雪
道
な

ど
で
滑
ら
な
い
よ
う
に
わ
ら
じ
を
は
か

せ
て
い
た
そ
う
で
す
。
以
来
、
豊
作
を

祈
願
し
て
、
四
つ
角
に
わ
ら
じ
を
置
く

伝
統
が
あ
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

　

卓
泰
さ
ん
の
家
は
約
４
０
０
年
続

き
、
卓
泰
さ
ん
は
14
代
目
に
あ
た
り
ま

す
。「
先
祖
代
々
引
き
継
い
で
き
た
家

業
を
守
り
、
そ
の
伝
統
や
文
化
を
し
っ

か
り
と
残
し
て
い
き
た
い
」
と
語
っ
て

い
ま
し
た
。

…

（
情
報
員　

川
名
良
子
）

菅す
げ

野の　

卓た
か

泰ひ
ろ

さ
ん
（
長
屋
）

菅す
げ

野の　

久く

仁に

子こ

さ
ん

地
域
の
ベ
テ
ラ
ン
農
家
さ
ん

牛馬わらじ しめ縄のわら

卓泰さんと久仁子さん

農業歴史スポット　～もとみやかるた～
・本市のさまざまな歴史・文化を題材にした「もとみやかるた」そのなかの農業
の歴史に関するかるたを紹介します。

・大々神楽は、神様をまつるために奉納する歌舞です。
　白沢地区にはそれぞれ6つの神社（長屋　浮島　和田　鹿島　春日　高松）に
伝わっており、安達太良神社は５月１日の春祭りには奉納されます。白沢各地区
の長男は自動的に継承者となって保存されていたようです。また、本宮地区の荒
井神社でも、一時中断していた大々神楽が浮嶋神社にならい復活し、今に保存継
承されています。
・農業に関するかるたは他にもあります。ぜひ探してみてはいかがでしょうか。

ほ 豊作を 祈って踊る 神楽舞い
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農
業
委
員
会
は
、
12
月
20
日
「
農
地

等
の
利
用
の
最
適
化
の
推
進
に
関
す
る

意
見
書
」
を
高
松
市
長
に
提
出
し
ま
し

た
。

　

意
見
書
は
本
市
農
業
の
発
展
と
持
続

可
能
な
農
業
の
確
立
を
図
り
、
農
家
の

皆
様
が
「
自
信
、
誇
り
、
希
望
」
を
も
っ

て
営
農
で
き
る
よ
う
毎
年
提
出
し
て
い

ま
す
。
意
見
書
の
内
容
は
下
記
の
と
お

り
で
す
。

農
地
の
利
用
等
に
関
す
る
意
見
書
を
提
出

農
地
の
利
用
等
に
関
す
る
意
見
書
を
提
出

意見書を提出する遠藤会長
（右から高松市長、遠藤会長、渡辺会長職務代理者）

◎
意
見
書
の
内
容

①
農
業
生
産
基
盤
の
強
化
に
つ
い
て

　

⑴
営
農
環
境
の
整
備

　

⑵
共
助
の
仕
組
み
の
構
築

　

⑶
農
業
の
６
次
産
業
化
支
援

　

⑷
有
害
野
生
鳥
獣
の
対
策
に
つ
い
て

②
担
い
手
支
援
に
つ
い
て

　

⑴
多
様
な
担
い
手
の
確
保

　

⑵
新
規
就
農
者
お
よ
び
農
業
後
継
者

の
育
成

　

⑶
経
営
改
善
に
む
け
た
支
援

　

⑷
法
人
化
・
農
業
参
入
支
援

　

⑸
資
機
材
や
燃
料
費
の
高
騰
対
策

③
農
地
の
利
活
用
対
策
に
つ
い
て

　

⑴
地
域
計
画
の
推
進
に
む
け
た
体
制

整
備

　

⑵
農
地
中
間
管
理
機
構
と
の
連
携

　

⑶
遊
休
農
地
の
利
活
用
対
策

④
農
業
委
員
会
組
織
の
強
化
に
つ
い
て

福
島
県
下

農
業
委
員
会
大
会
に
参
加

　
地
域
計
画
に
つ
い
て

　

令
和
６
年
度
の
福
島
県
下
農
業
委
員

会
大
会
が
11
月
15
日
、
郡
山
市
の
「
郡

山
ユ
ラ
ッ
ク
ス
熱
海
」
で
行
わ
れ
、
本

市
か
ら
は
農
業
委
員
と
農
地
利
用
最
適

化
推
進
委
員
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

大
会
で
は
、「
食
料
安
全
保
障
と
日

本
農
業
の
将
来
像
」
を
演
題
と
し
、
東

京
大
学
大
学
院
の
鈴
木
宣
弘
特
任
教
授

に
よ
る
記
念
講
演
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

ま
た
、
各
種
表
彰
式
が
行
わ
れ
、
県

農
業
委
員
会
情
報
誌
コ
ン
ク
ー
ル
に
お

い
て
、
昨
年
６
月
に
発
行
し
た
本
宮
市

農
業
委
員
会
だ
よ
り
第
33
号
が
福
島
民

友
新
聞
社
長
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

皆
様
の
地
域
で
の
将
来
の
農
地
利
用

に
つ
い
て
示
し
た
地
域
計
画
を
策
定
し

ま
す
。

　

計
画
は
公
表
後
も
必
要
に
応
じ
て
見

直
し
て
い
く
予
定
で
す
の
で
、
今
後
と

も
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

表彰式の様子

①
話
し
合
い
な
ど
意
見
聴
取

➡

②
取
り
ま
と
め➡

③
地
域
計
画
案
の
作
成

➡

④
地
域
計
画
案
の
公
告

➡

⑤
地
域
計
画
の
策
定
・
公
表

➡

⑥
地
域
計
画
の
推
進・随
時
更
新
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Ｑ．農地を売買したり、農地転用するにはどのくらい時間がかかるのか。
Ａ．手続きの流れは以下のようになります。

　◦農地の売買や貸し借り、転用の手続きについて

　　申請方法など、詳しくは農業委員会にお問い合わせください。

Ｑ．自分の田んぼに土を入れて畑にしたい。
Ａ．農地改良行為届または一時転用の手続きが必要です。ただし、土を入れる量や面積によって
手続きが変わる場合がありますので、計画の際はお問い合わせください。

☆農家の皆様だけでなく、開発を行う事業者様も制度へのご理解と手続きへの
ご協力をお願いいたします。

こんなときはどうすればいいの？こんなときはどうすればいいの？
～農地の手続きについて～～農地の手続きについて～

◦お問い合わせ　本宮市農業委員会　0243-24-5387

申請の種類 内　　　容 申請者 申込締切日 許可時期

農地法第３条
耕作のため売買や
貸し借りなどを
する場合

農地所有者と
担い手

毎月１日

（土日祝日の場合
は翌開庁日）

毎月下旬
農地法第４条

自分の農地を農地以外
のもの（宅地など）に

する場合
農地所有者

農地法第５条

農地以外のもの
（宅地など）にするため、
他人に売買や貸し借り
などを行う場合

農地所有者と
転用事業者

盛土規制法について～危険な盛土などを規制する取り組みが始まっています～

　盛土などを行う場合はあらかじめ都道府県知事などの許可が必要です。

　●許可対象となる盛土などの規模

農地転用など計画し、該当する可能性がある場合は
福島県県北建設事務所（電話 024-521-2494）にお問い合わせください。

面積 500㎡以下 500㎡超

要件 盛土の高さが１ｍ
を超えるもの

切土の高さが２ｍ
を超えるもの

盛土と切土を同時
に行い２ｍを超え
るもの

盛土の高さが30㎝
を超えるもの
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福島地方法務局からのお知らせ～不動産を相続したらかならず相続登記！～　

※日程変更になる場合がありますのでご了承下さい。

定例会日程 申請書締切日

３月19日 ３月３日

４月22日 ４月１日

５月22日 ５月１日

６月20日 ６月２日

農業委員会定例会日程（申請書の締切日）

利用権による貸し借りをしている農家の皆様へ

相続登記はお済みですか。令和６年４月１日から相続登記が義務化されました。
詳しくは、お近くの法務局にお問い合わせいただくか、法務局ホームページの
相続登記義務化特設ページでご確認できます。

・福島県農業経営・就農支援センターは、県および３つ
の農業関係団体（JA、福島県農業会議、福島県農業振
興公社）がワンフロアに常駐する総合相談窓口です。

・就農を希望する皆さまや、現在農業を営んでいる皆さ
まからの相談をワンストップでお受けする「福島なら
では」の体制となっています。

★福島県農業経営・就農支援センター
　〒960-8043　福島県福島市中町８－２
… （福島県自治会館１階）
TEL：024-521-8676　FAX：024-521-7437

E-mail：syunou-keiei@start-fukuagri.jp

　これまでどおり 利用権 による相対での貸し借り契約を更新したい場合は、
必ず 令和７年３月５日まで 市への届出をお願いします。
※農地法第３条許可による貸し借りは、引き続き可能です。

　農地バンクを経由した貸し借りを行う場合は、申請が必要になりますので、
市窓口までご相談ください。

就農から農業経営発展などのご相談は
福島県農業経営・就農支援センターへ！

農地の貸し借りは、令和７年４月から、農地の貸し借りは、令和７年４月から、
原則として農地バンク経由になります！原則として農地バンク経由になります！

農業者の皆様へ

農地の貸し借りは、令和７年４月から、
原則として農地バンク経由になります！

※１ 当事者は、相対で結ぶ貸し借りを市に提出し、農⽤地利⽤集積計画として市が公告して成⽴します
（同計画による貸借は、令和７年３⽉に公告されたものまで有効となります）

※２ 農地バンクは「農地中間管理機構」の通称です
福島県内では、福島県農業振興公社が農地バンクの指定を受けています

これまでどおり 利用権 による相対での貸し借り契約を更新したい

場合は、必ず 令和７年３月５日まで 市への届出をお願いします

※令和７年４月以降に相対で貸し借り契約をする場合は、農地法第３条
による農業委員会の許可を受けて権利を設定する必要があります

農地バンク

それぞれの農地が
バラバラに混在…

農業者ごとにまとめて
使いやすく！

へ
農地の貸し借りは

農地バンク

利用権 の 設定 による
相対での農地の貸借（※１）

現 在

農地バンク が仲介した
農地の貸借（※２）

令和７年４⽉ 以降
⼜は

地域計画が策定された地域

○就農相談・就農準備　○就農・経営安定　○経営発展
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編
集
後
記

広
報
編
集
委
員

　

・
渡　

辺　

善　

幸

　

・
川　

名　

良　

子

　

・
遠　

藤　

栄
太
郎

　

・
阿　

部　

修　

司

　

・
石　

橋　

広　

基

　

・
三　

瓶　

和　

彦

■2025年（令和７年）２月10日発行　■発行／本宮市農業委員会　■編集／本宮市農業委員会広報編集委員会
〒969-1192　福島県本宮市本宮字万世212番地　☎0243-24-5387　FAX 0243-34-3138

電子メール nouchi@city.motomiya.lg.jp

　

昨
年
は
、
米
の
値
段
も
上
が
り
、

農
家
の
皆
様
に
と
っ
て
は
ほ
っ
と

一
息
つ
け
る
一
年
に
な
っ
た
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
し
か
し
、

米
の
生
産
資
材
の
高
騰
や
諸
物
価

の
値
上
が
り
を
考
え
る
と
、
決
し

て
高
い
値
段
と
は
思
い
ま
せ
ん
。

　

米
は
一
年
一
作
で
あ
り
、
５
月

の
田
植
後
か
ら
10
月
ま
で
の
天
候

が
作
柄
に
大
き
く
影
響
す
る
作
物

で
す
。
米
の
需
要
計
画
や
備
蓄
米

に
つ
い
て
も
考
え
さ
せ
ら
れ
る
1

年
で
し
た
。

　

今
年
は
巳（
実
）年
で
も
あ
り
、

収
穫
を
伺
え
る
10
月
に
は
豊
穣
の

秋
を
迎
え
ら
れ
る
こ
と
を
願
っ
て

や
み
ま
せ
ん
。…

(

三
瓶　

和
彦)

農業委員と農地利用最適化推進委員を募集します農業委員と農地利用最適化推進委員を募集します
　

本
宮
市
農
業
委
員
会
は
、
市
長

が
議
会
の
同
意
を
得
て
任
命
す
る

農
業
委
員
と
、
農
業
委
員
会
が
委

嘱
す
る
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委

員
で
連
携
し
、
農
業
委
員
会
活
動

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
び
、
任
期
満
了
に
伴
い
、

農
業
委
員
と
農
地
利
用
最
適
化
推

進
委
員
（
以
下
「
推
進
委
員
」
と

い
う
）
を
募
集
し
ま
す
。

１
．
職
務
内
容

①　

農
業
委
員

　
　

農
地
の
貸
借
、
売
買
、
農
地

転
用
許
可
な
ど
の
審
査
や
、
農

地
利
用
の
最
適
化
の
た
め
の
施

策
立
案
お
よ
び
行
政
へ
の
意
見

提
出
な
ど
を
行
い
ま
す
。

②　

推
進
委
員

　
　

担
当
区
域
に
お
い
て
、
農
地

利
用
の
最
適
化
の
た
め
の
現
場

活
動
を
行
い
、
地
域
農
業
の
課

題
解
決
に
取
り
組
み
ま
す
。

２
．
資
格
要
件

　

農
業
に
関
す
る
識
見
を
有
し
、

農
業
委
員
会
の
業
務
を
適
切
に
行

う
こ
と
が
で
き
る
方
で
、
次
の
い

ず
れ
に
も
該
当
し
な
い
方

①　

破
産
手
続
開
始
の
決
定
を
受

け
て
復
権
を
得
な
い
方

②　

禁
固
以
上
の
刑
に
処
せ
ら
れ

て
い
な
い
方

３
．
募
集
人
数
お
よ
び
任
期

①　

農
業
委
員　

12
名

　
（
令
和
７
年
７
月
20
日
～
令
和
10

年
７
月
19
日　

３
か
年
）

②　

推
進
委
員　

12
名

　
（
令
和
７
年
８
月
１
日
～
令
和
10

年
７
月
31
日　

３
か
年
）

４
．
委
員
の
報
酬

①　

農
業
委
員

　
　

年
額　

２
９
７
，
０
０
０
円

②　

推
進
委
員

　
　

年
額　

２
３
７
，
６
０
０
円

５
．
募
集
期
間

　

令
和
７
年
３
月
14
日（
金
）～
令

和
７
年
４
月
10
日（
木
）ま
で【
必
着
】

６
．
応
募
方
法

　
「
推
薦
・
応
募
用
紙
」
に
記
入
の

上
、
市
役
所
へ
持
参
ま
た
は
郵
送

に
よ
り
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

【
書
類
配
付
場
所
】

　

農
業
委
員
会
事
務
局
（
本
宮
市

役
所
１
階
）ま
た
は
白
沢
総
合
支
所

　

※
本
宮
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
こ
と
も

で
き
ま
す
。

⑴　

推
薦

　

①
個
人
に
よ
る
推
薦

　
「
推
薦
・
応
募
用
紙

　
　
　
　
　
　
（
様
式
第
１
号
）」

　

②
団
体
に
よ
る
推
薦

　
「
推
薦
・
応
募
用
紙

　
　
　
　
　
　
（
様
式
第
２
号
）」

⑵　

応
募（
自
ら
応
募
）

　
「
応
募
用
紙
（
様
式
第
３
号
）」

７
．
書
類
の
提
出
先・お
問
合
せ

　

本
宮
市
農
業
委
員
会
事
務
局

　
　
（
本
宮
市
役
所
１
階
）
農
地
係

　

℡
２
４
―
５
３
８
７

農
地
利
用
の
最
適
化
の
推
進
と
は
？

◇
担
い
手
へ
の
農
地
利
用
の
集

積
・
集
約
化

◇
遊
休
農
地
の
発
生
防
止
・
解
消

◇
新
規
参
入
の
促
進
に
よ
る
、
農

地
利
用
の
効
率
化
お
よ
び
高
度

化
の
促
進
を
行
う
こ
と
を
い
い

ま
す
。
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